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まちの話題 あれこれ

　６月 22日㈮に町文化ホールまほらで、高畠町戦没
者追悼式が行われました。遺族や関係者が約 150 人
が参列し、先の大戦において殉死された方々の追悼と
恒久平和を願いました。
　式では、高畠高等学校３年の金子祥也さんと八鍬千
尋さんが、慰霊塔に献花し、「平和を願い明るく豊か
な社会づくりに貢献することを誓う」とメッセージを
読み上げました。

久平和を願う恒

　７月 21 日（土）、亀岡文殊堂の境内に鐘楼と観音
堂を建立した「待定坊」の供養のための念仏踊り奉納
式典が、亀岡文殊大聖寺において開催されました。
　式典の中では、念仏踊り保存会のみなさんと亀岡
小学校の児童を中心に念仏踊りを奉納したほか、The 
Monju による文殊太鼓や市川流舞踏香保里会による
踊りが披露されました。

統の踊り世代を超えて伝

　７月８日（日）、町営体育館で第 31 回ビーチボー
ル山形県大会が行われ熱戦が繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。
◇男子の部／１位　ぴぃち Soul 親方（高畠町）
　　　　　　２位　窪田体協G（米沢市）
　　　　　　３位　ＲＥＤ（レッド）（川西町）
◇女子の部／１位　ぴぃち Soul 女将（高畠町）
　　　　　　２位　サークル虹（高畠町）
　　　　　　３位　サークル夢（川西町）
◇混成の部／１位　チーム SORA － A（高畠町）
　　　　　　２位　ぴぃち Soul 弟子（高畠町）
　　　　　　３位　T.S.C（白鷹町）

熱戦！ビーチボール！大

　６月 28日㈭、旧第四中学校体育館で「屋内遊戯場」
建設工事安全祈願祭が行われました。この屋内遊戯場
は地元産の木材を使用した県内最大規模の木育施設で、
木製のおもちゃで遊んだり、子育て世代の情報交換の
場として利用できます。平成 31年夏開館予定です。
　また、６月 29日㈮には町立図書館の建設工事安全
祈願祭が行われました。図書館の詳細については本誌
８ページをご覧ください。

事の安全を願って工

MACHI no WADAI AREKORE

めでとうございますお

　高畠町水防訓練が最上川河川敷糠野目緑地公園で行
われ、消防団員ら約 130 人が参加しました。
　訓練では、水害に備え「改良積み土のう工法」や「せ
き板工法」などの水防技術を取得しました。
　

災害に備える水

　６月 25日㈪、オレンジカフェ とこしえ相森の利用
者から、屋代小学校へ雑巾 120 枚が寄付されました。
　この雑巾はオレンジカフェ とこしえ相森の利用者
が一枚一枚手縫いしたもので、受け取った屋代小学校
の児童からは、「真っ黒になるまで使います」とお礼
の気持ちを伝えました。

掃除がんばります！お

　７月８日㈰、町文化ホールまほらで芸能フェスティ
バルが開催されました。今年は、子どもからお年寄り
までの 20 団体約 240 人が参加し、歌や踊りなど日
頃の練習の成果を披露しました。
　

頃の成果を披露！日

　７月の土日に、各地区で教育キャンプが行われました。
屋代地区では、初日のクラフト制作で食事の際に使用する箸
などを竹で作りました。小刀に苦労しながらも、完成した箸
を見て笑顔がこぼれました。火おこしや野菜切りに苦戦しな
がらもみんなで協力しながら作ったカレーはとてもおいし
く、キャンプを終えひとまわりたくましくなりました。

然に囲まれたくましくなったね自

☆自分で作ったコップで

　乾杯！「くぅ～！」

☆「おいしい～♪」

隠し味が効いてるね！

高齢者叙勲　瑞宝双光章

島津由文さん（沢口）

　昭和 28年に山形県公立学校教員に奉職され、平成３年３
月に退職するまでの長きにわたり、校長をはじめ教員として
子どもたちの健全育成並びに、特色ある学校づくりに取り組
まれ、義務教育の振興発展に尽力した功績により、瑞宝双光
章を受賞されました。

※島津さんの体調が優れず、
　賞状とメダルのご紹介です。
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郷土資料館企画展

屋代郷義民　没後三百三十年展

郷土の心の象徴である髙梨利右衛門について
関係する資料等を用いて紹介します。

開催期間：８月１日（水）～９月 30日（日）

開館時間：９時 30分～ 16時 30分

入  館  料：一般 100 円　学生 50円

　　　　　高校生以下無料

問合せ先：町郷土資料館　☎（52）４５２３

※高畠町郷土資料館の８月から 10月までの休館日は、毎週

　月曜日と、８月 11日（祝）、９月 23日（祝）になります。

　なお、11月以降については、その都度お知らせします。
二井宿小学校創立100周年記念誌より

プロデューサーの眼
価値ある資源を未来に

“No.1” 

　2017 年 9月 25 日に東京から移住し、10月 2日から高

畠町の産業振興を目的に農商工部門を中心に町プロデュー

サーとして活動してきました。衝撃だったのは、「この町

にいると自然と利他心が湯水のごとく湧き出てくる」とい

う感覚でした。

　私の仕事は、コミュニティに活力を与えることなので、

まずは五感で現場を知ることに重点を起きました。今まで

世界 20か国（50か国以上の人種と触れ）を訪問し、アフ

リカ１か所、国内５か所で生活した際に体得したのは、‘ 五

感で本質を掴む ’‘ 現場に真実がある ’ ということです。　　

　今年は、第６次総合計画策定の年という町の未来を定め

る大切な 1年ですので、今月号から毎月 1回、外部視点か

ら町の魅力と課題を赤裸々にお伝えさせていただきます。

ともに未来づくりの一役を担えれば幸いです！

●高畠町の魅力●

心身に良い高品質な発酵食、無（減）農薬栽培

技術と食農哲学、高度な食品加工技術、小中高

校での食農（いのち）教育、町中を覆う縄文生

活遺跡と平和観、高い包含力と愛情深い町民氣

質、素直で純粋性の高い青少年、清澄な水・空氣・

肥沃な土壌と日本の原風景、三世代の絆、教育

方針に「耕」が入っている

外
ほかぞの

薗  明
あきひろ

博 さん
出身：愛知県
年齢：34 歳

地域活力創生
プロデューサー

熱中小学校
もういちど７歳の目で世界を

＜耕作放棄地再生プロジェクト！ブドウ園整備を行っています＞
熱中小学校

地域おこし協力隊通信

▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２ 

豊
としま

嶋  莉
り の

乃 

　7月で高畠町地域おこし協力隊として半年が経ちました。
この半年は驚くほど早く、そして毎日が新鮮・刺激的です。
地域の方との交流で高畠町を知れば知るほど、高畠の良さを
もっと外部の人に知ってほしい！これを活用すればイベント
が成り立つのでは？と模索する日々です。
　そのような中で現在は、青竹ちょうちん祭り中に限定開催
する『青空マルシェ』の企画真っ最中です。高畠では朝市文
化があることを知り、その朝市を一つに集結できたら面白そ
うじゃないか？と思ったのがきっかけです。たくさんの方の

vol. 31

ご協力もあり、マルシェ当日は高畠
町外からの出店も決定しました。高
畠の新鮮野菜はもちろん、革小物や
お子様が楽しめるワークショップ、
お花苗やアクセサリー等、様々なワ
クワクを揃えてみなさまのお越しを
お待ちしております。当日は昨年の
秋祭りで行ったアンブレラスカイも
同時開催致します。ぜひ、ご家族や
ご友人と一緒にお越しください。

　高畠町はデラウェア生産量が全国１位。ワイン作りが重要な産業の一つと
なっています。ところが農家の担い手が減り、耕作放棄地も増える一方…。
そこで熱中小学校では、耕作放棄地再生の一環としてブドウ園の整備を行っ
ています。
　選択授業「里山とワイン」コースでは、生徒のみなさんに実際の作業を
体験してもらっています。生徒さんは、授業前の午前中にブドウ園に出て、
地元農家さんのご指導の下、ワイヤー張りから芽の誘引、芽かきなど、生育
に関しての通年作業を体験することで、ワインとブドウについてさらなる理
解を深めます。また、ブドウ園の作業を通じて、多くのみなさんに高畠とい
う土地を知っていただき、農業に興味をもってもらいたいという思いから他
の選択コースの生徒さんの参加も歓迎しています。暑い日が続きますが、昨
年の収穫量を上回るべく作業に励んでいる甲斐あって、ブドウの生育は至っ
て順調で今年の収穫も楽しみです。
　今期は8月4日（土）が最終授業となりますが、当日も作業を行う予定です。
今後のブドウ園プロジェクトにも、どうぞご期待ください。
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郷土資料館企画展

屋代郷義民　没後三百三十年展

郷土の心の象徴である髙梨利右衛門について
関係する資料等を用いて紹介します。

開催期間：８月１日（水）～９月 30日（日）

開館時間：９時 30分～ 16時 30分
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問合せ先：町郷土資料館　☎（52）４５２３
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